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性   格：みんなにやさしい 

困っている人をほっとけない 

好きなもの：和泉市、みんなの笑顔 

口 ぐ せ：「～しましょうか？」 

お 仕 事：幸せを運ぶ、花運び 

☆スマイルすいちゃんの特徴☆ 
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令和７年度事業計画 

 

 

【事業概要】 

新型コロナウイルス感染症（以下、「コロナ禍」という。）の発生から５年が経過

し、個人だけでなく、集団や地域といったコミュニティにおいても、ようやく以前

の状態に戻りつつあります。一方で、コロナ禍を契機としてイベントや会議のオン

ライン化、ＡＩ（人口知能）技術の進展などにより、今後の私たちのライフスタイ

ルに大きな影響を及ぼす可能性が出てきています。 

あわせて、こちらも社会情勢の変化により、物価が上昇するとともに、最低賃金

を始めとした人件費も上昇を続けています。賃金の上昇は、働く側にとっては良い

面ですが、経営する側にとっては大きな課題となっています。同時に、少子高齢化

の更なる進捗により、地域で活躍する人材不足とあわせ、和泉市社会福祉協議会（以

下「本会」という。）の職員の確保についても大きな課題となっています。 

このため、令和７年度は、本会としてこれまで実施してきた各種事業について、

真剣に検討し、見直すきっかけと位置付ける必要に迫られています。 

具体的には、居宅介護支援事業や障がい者福祉サービス等事業といった自主事

業の今後について重点的に見直しを行うとともに、受託事業についても必要に応じ、

今後の事業のあり方について検討を行ってまいります。 

 また、昨年度、災害時の課題解決に向け、関係団体と連携・協議を行うための場

として新たに立ち上げた、災害ネットワーク会議を活用し、災害時に備えた取り組

みを推進してまいります。 

 さらに、昨年 10 月から事業を開始した、成年後見中核機関事業についても、各

関係機関と連携を図り、成年後見制度や市民後見人などの理解啓発につながる活動

を積極的に行ってまいります。 

 従来、本会では、小地域ネットワーク活動や地域福祉活動計画の推進といった「地

域支援事業」と、介護支援事業や障がい者総合支援事業といった「個別支援事業」

を事業の両翼とし、総合支援型社会福祉協議会を目指して各種事業に取り組んでま

いりました。このことを基本とし、見直しが必要な部分について検討を行うことに

より、本会がこれまで培ってきた経験と実績を活かしつつ、ＡＩなどの新たな技術

も取り入れながら、和泉市にお住いの方々の「ふ
．
だんのく

．
らしをし

．
あわせに（ふく

し）」を守ることを意識し、各種事業に取り組んでまいります。 

 

 

 



 

※令和７年度の重点項目等に★マーク・下線・説明を入れています。 

 

 

【事  業】 

［１］法人運営 

地域福祉推進の目的を達成するためには、幅広い意見を集約して時代に即

した事業展開を図ることが必要であり、地域への貢献と総合的な支援を実施

する社協づくりを念頭に、効果的、効率的に法人運営を実践します。 

（１）理事会／評議員会の開催 

（２）事業及び会計監査の実施 

（３）本会の専門性を総合的に活用した支援体制の構築 

（４）職員の資質向上のための育成研修の実施 

（５）安全衛生委員会の開催 

 

［２］組織体制の強化と財源の確保 

    地域への総合的な支援を実施するための組織体制作りと、市民にわかりや

すい財政運営と自主財源の確保に努めます。 

    （１）地域支援事業と個別支援事業の連携および協働 

    （２）会員加入に向けたＰＲ、賛助会員ならびに組織構成会員の拡大 

（３）自主財源の確保（ホームページや広報紙への有料広告の掲載等） 

（４）健全な財政運営と経費の節減 

（５）介護保険法ならびに障害者総合支援法関連事業の安定的な運営 

（６）市が推進する福祉施策の基幹的役割を担うための基盤強化 

 

［３］社会福祉活動等の啓発及び推進 

共同募金会が実施する募金活動を通じて、イベントの開催や地域福祉活動

および福祉サービス事業に関する啓発を行い、みんなが参加できる福祉のま

ちづくりに取り組みます。 

★（１）社会福祉のつどいの開催 

子育て世代や若い市民の方々が『ふくし』に興味を持つきっかけとな

るよう校区社協ボランティアだけではなく、共に地域福祉を進める団

体にも新たに参画頂き、社会福祉のつどいを開催します。 

 



★（２）赤い羽根共同募金運動・地域歳末たすけあい募金運動の推進 

それぞれの募金運動への周知・啓発を幅広く行うとともに、共同募金

の助成を受けている団体等に対し、街頭募金等募金運動への協力を呼

びかけていきます。 

（３）地域福祉かがやき助成金事業の実施 

 

［４］福祉情報の提供と事業活動のアピール  

単なるイベント情報の提供やお知らせにとどまらず、本会としての取り 

組みや地域での取り組みに関する活動状況や実績の紹介、今後の課題解決に

向けた情報の共有を図る等、様々な形でのアピール活動を行います。 

 （１）社協広報誌等の発行 

（２）社協ホームページ等の活用 

（３）路線バス車中広告の活用 

★（４）本会をＰＲするためのマスコットキャラクターの活用 

昨年度作成した、マスコットキャラクターである「スマイルすいちゃ

ん」の着ぐるみを本会の各種イベントで活用し、積極的に本会の活動

を周知します。 

   ★（５）「ココスル」～暮らしの情報応援サイト～の運営 

ご本人の意思決定を応援するため、自分に合った障がい福祉サービス

事業所を見つける、くらしを豊かにするための制度について紹介をす

る、普段の生活で役立つくらしの情報など、有効な情報を随時更新し、

常時新しい情報の提供を目指したウェブサイトを運営しています。 

ご本人だけではなく、ご家族等支援者や関係機関の方々にも使ってい

ただけます。ニーズに応じて随時情報提供の範囲を広げていけるよう

調査や検証を進めていきます。 

 

★［５］第５次地域福祉基本・活動計画（令和６年度～令和 10年度）の推進 

基本理念“誰もが主人公！一人ひとりが輝けるまち和泉”とあるように、

地域住民が自分の住む地域の良いところ、あるいは、課題となっているとこ

ろ等に関心が持てるよう見やすさ伝わりやすさを工夫しながら情報発信に

力を入れます。また、地域と関わりを持つ全ての人や団体、企業、学校等が

それぞれの得意分野を活かし、強くつながり、連携、協働し、地域づくりを

進められるよう協働の仕組みづくりに努めます。 

 



基本目標１ 包括的で身近な相談・支援の仕組みづくり 

基本目標２ 切れ目ない・こぼれない支援の仕組みづくり 

基本目標３  多様な主体どうしの連携による担い手・社会資源の拡充 

基本目標４ 誰もが、自分らしく、安心して、楽しく暮らせるまちへ 

基本目標５ 地域共生社会の実現に向けての機運醸成、意識改革、体 

      制整備、議論の場 

本会が進める地域福祉活動計画の進捗についてわかりやすく発信し、

校区社協を含む地域住民に本会の活動についての理解をすすめます。 

 

［６］市内社会福祉施設等の地域貢献事業との連携  

社会福祉法人、ＮＰＯ法人、事業者等社会貢献に関心が高い主体との関

係構築を図り、地域活動への支援協力を呼びかけます。また、社会福祉施

設地域貢献連絡会においては、高齢者、障がい者、児童子育て等の分野を

越えた施設間の情報交換や情報共有を図るとともに、共通の活動に取り組

むことで日頃の支援体制の強化を目指します。 

（１）ボランティア表彰の推薦 

（２）共同募金運動への協力 

★（３）和泉市社会福祉施設地域貢献連絡会の定期開催及び連絡会と協働 

した取り組みの検討 

会員施設が行う先進的な取組みや地域課題を共有し、会員施設の強み

を活かした地域貢献活動が展開されるよう事務局として創意工夫し

ます。 

 

［７］地域福祉教育事業の実践 

高齢者、障がい者、子ども、ＬＧＢＴＱ、罪を犯した人等の理解が深まり、

「ふだんのくらし」のなかにある地域福祉について考え、地域住民が行動す

るきっかけづくりとなる全世代を対象とした多彩な福祉学習を実施し、新た

な地域活動者の発掘に努めます。 

   ★（１）地域人材の発掘ならびにつながり作りの支援 

「強みを活かす」「興味・関心があること」に焦点を当て、定年退職後

の第２の人生の選択肢として地域福祉活動への参画を提案する担い

手講座と令和６年度に引き続き子ども食堂や居場所づくりの担い手

講座を開催します。 



（２）青少年及び若年層に向けた福祉教育への啓発および支援 

（３）大学との事業連携による次世代の地域福祉の担い手育成 

（４）年輪大学・年輪大学院受講者へのボランティア体験支援と地域活動 

への参画支援 

（５）認知症サポーター養成講座の定期的な開催 

（６）あいサポーター養成講座の定期的な開催 

（７）新たな知識やスキル獲得を目的にボランティア対象の研修会を実施 

（８）大阪府市町村社会福祉協議会連合会が実施する大学生向けオープン

カンパニーの積極的な受け入れ 

 

［８］校区社協活動の推進 

誰もが地域の中で安心して生活できる仕組みをつくり上げるための支援

を行い、地域の組織力強化を図ります。 

★（１）“社会福祉のつどい”における校区社協活動の周知啓発 

校区社協と繋がりがなかった市民の方々を誘致し、楽しみながら校区

社協活動や校区別アクションプランについて「知る」「興味を持つ」「繋

がる」市民が増えることを目指しイベントを開催します。 

 （２）地域福祉活動の実施内容に関する検討および協議 

（３）小地域ネットワーク活動の充実 

（４）校区社協の健全な組織運営と財政管理への支援 

（５）校区社協会長会議、校区社協ボランティア連絡会議の開催 

（６）各校区社協、校区社協ボランティアの交流及び研修会の開催 

（７）いきいきサロン、子育てサロン運営に対する活動支援 

（８）見守り声かけ等、安否確認に対する活動支援 

（９）通学路のパトロールや挨拶運動、世代間交流など校区社協独自の 

活動の支援 

（10）地域福祉活動の活性化支援のための助成金の交付 

 

［９］高齢者支援事業 

生きがいづくり、ふれあい交流等を通して社会参加の促進と介護予防の

取り組み、在宅生活の中で支援が必要な方へのサービス提供・支援を行い

ます。 

 



（１）基幹型地域包括支援センター事業 

★（２）第１圏域地域包括支援センター事業（富秋・信太中学校区） 

 

 

（３）第１圏域生活支援コーディネーター事業（おたがいさまの地域づく 

り） 

    （４）第１圏域地域介護予防活動支援事業（出張型の介護予防啓発） 

（５）第１圏域認知症地域支援推進員事業（認知症ネットワークづくり） 

（６）指定介護予防支援事業（要支援１・２、事業対象者のケアマネジメ 

ント） 

（７）要介護認定調査事業 

（８）居宅介護支援事業（要介護１～５のケアマネジメント） 

★（９）訪問介護事業 

ホームヘルパーが要介護認定（要介護１～５）を受けた方のご自

宅を訪問し、食事や入浴、服薬等の身体介護、洗濯や掃除な

どの生活援助を行う介護保険サービスを提供します。訪問す

るホームヘルパーは、介護福祉士、介護職員初任者・実務者

研修等を取得・修了しています。また、市民のみなさんの住

み慣れた地域・ご自宅での生活を支えるため、本会における

各分野の専門研修等を受けています。専門性の高いサービス

提供を行うため、居宅介護支援事業所、市内外地域包括支援

センターや同一機関内に設置する本会各事業等はもとより、

本会が有する福祉ネットワークを十分に生かし、介護予防・

高齢介護・障がい福祉等の各関係機関と積極的に連携しご利

用者・ご家族に寄り添い、質の高いサービスを提供できるよ

う努めています。 

 

複合的な課題をもつ世帯が増加し、一つの機関のみによる支援では十

分に対応することが難しいケースも出ていることから、総合相談機能

を発揮し、多機関による検討や地域住民・事業所等の協力により、横

の連携をさらに強めるよう取り組みを進めます。特に、権利擁護の制

度の一つである「成年後見制度」については、十分な周知が図られず、

必要な方に情報が届いていない現状ですので、令和７年度はいずみ後

見人サポートセンターと協働し、制度の普及啓発及び利用促進を図り

ます。 



 

★（10）介護予防・日常生活支援総合事業における老人居宅介護等事業 

ホームヘルパーが要介護認定（要支援１～２）を受けた方のご自

宅を訪問し、介護予防・フレイル予防を目的とした「訪問介

護相当サービス」を提供します。訪問するホームヘルパーは

介護福祉士、介護職員初任者研修・実務者研修等を取得・修

了しています。また、市民のみなさんの住み慣れた地域・ご

自宅での生活を支えるため、訪問介護事業と同様に本会にお

ける各分野の専門研修等を受けています。要支援・要介護状

態において切れ目のない専門性の高いサービス提供を行うた

め、居宅介護支援事業所、市内外地域包括支援センターや同

一機関内に設置する本会各事業等はもとより、本会が有する

福祉ネットワークを十分に生かし、介護予防・高齢介護・障

がい福祉等の各関係機関と積極的に連携しご利用者・ご家族

に寄り添い、質の高いサービスを提供できるよう努めていま

す。 

（11）安否確認等に関する事業 

   ・いきいきサロン活動 

★ふれあい訪問事業 

ふれあい訪問の利用対象者基準を改め、令和７年４月から新規利

用者募集を開始します。個別支援を行うボランティア活動の意義

などを含めた啓発を行い、新規ボランティアに関しても獲得に力

を入れるとともに、障がい就労継続支援Ｂ型事業所や小学生など

の協力を得た和泉市での見守りの形を検討していきます。 

・誕生月プレゼント訪問事業 

・ひとり暮らし高齢者の会の支援 

・年末の見守り訪問事業 

（12）車椅子貸与事業 

 

［10］ 障がい者（児）支援事業 

自立した地域生活や社会参加の継続に向けた相談援助を行います。また、 

地域生活の中で支援が必要な方にはサービス提供を行います。 

 



★（１）基幹相談支援センター事業 

成年後見制度利用促進のため、昨年 10 月から本会に成年後見中核機

関事業として「成年後見人サポートセンター」が設置されました。こ

のことにより、制度の周知活動、制度利用の促進、市長申し立て対象

者の抽出等、障がい者の方の一次相談窓口としてより積極的かつ専門

的な対応を求められることが予想されます。障がい分野に特化せず、

中核機関の一翼として、上記サポートセンターや地域包括支援センタ

ー、和泉市関係部局とも連携を図り、和泉市の権利擁護推進機関とし

て促進を図ります。 

★（２）障がい者サービス等利用計画作成事業 

障がい者（児）が希望する生活の実現に向け、障がい福祉サ

ービスを利用するためには、サービスの内容や目標、利用頻

度等を総合的に盛り込んだ計画書を市役所に提出する必要が

あります。ご利用者本人で計画書作成が難しい場合は、相談

支援専門員（プランナー）がご本人のニーズに沿った計画書

を代わりに作成する事業であり、本会の自主（収益）事業と

なります。現在、まだ担当できる件数が上限に達していない

ことで収支の均衡がうまくとれていない課題があります。本

年度は担当件数獲得を積極的に行い収益が安定的に獲得でき

るよう推進していきます。 

    （３）障がい者地域活動支援センター事業 

★（４）障がい者福祉サービス等事業 

ホームヘルパーが居宅介護・重度訪問介護・同行援護及び移

動支援等の障がい者福祉サービスを提供します。サービスを

提供するホームヘルパーは市民のみなさんの住み慣れた地

域・ご自宅での生活を支えるため、本会における各分野の専

門研修などを受けています。また専門性の高いサービス提供

を行うため、相談支援事業所、市内障がい者支援センター、

和泉市障がい者基幹相談支援センター、同一機関内に設置す

る本会各事業等はもとより、本会が有する福祉ネットワーク

を十分に生かし、介護予防・高齢介護・障がい福祉等の各関

係機関と積極的に連携しご利用者・ご家族に寄り添い、質の

高いサービスを提供できるよう努めています。 



（５）安否確認等に関する事業 

★ふれあい訪問事業 

・年末の見守り訪問事業 

★（６）しゃきょうの☆ハピトレ事業 

『しゃきょうの☆ハピトレ』は、日常生活動作の改善と自立の推進を

図る事を目的に、和泉市内在住の満 18 歳までの障がい児及び発達の

気がかりな児童を対象に実施しています。 

訓練内容は、言語療法（ＳＴ）・理学療法（ＰＴ）・作業療法（ＯＴ）・

ボディーワーク（ＢＷ）の４つを実施しており、ご本人にあった訓練

を必要に応じて受けて頂いています。 

    （７）車椅子貸与事業 

（８）就労移行支援事業所等から一般就労に向けての積極的な実習の受け 

入れ 

 

［11］児童・子育て支援事業 

見守りや交流の機会等を確保し、子どもや子育て世代が安全かつ豊かに地

域で暮らすための支援充実を図ります。 

（１）子育てサロン活動 

（２）世代間交流活動 

（３）児童養護施設退所者給付金事業 

 

［12］要援護者を支える相談事業の推進 

各種相談機能の設置により、地域住民が安心して暮らせるよう福祉の向

上に努めます。 

（１）ひきこもりや生活困窮等で社会参加が出来ていない人（世帯）への

訪問や相談支援（富秋中学校区） 

★（２）地域にＣＳＷの役割について周知を図り、日常的な関わりや協力の 

要請が得られるようになるための啓発活動（富秋中学校区） 

ＣＳＷは福祉に関する身近な相談窓口として、市内８カ所に設置され

ていますが、本会は冨秋中学校区を担当しています。それぞれの地域

で重点的な取り組みが異なり、本校区では様々な困窮課題を抱える個

人や世帯への相談支援や、青少年を対象にした地域活動を通じての支

援対象者の発見に取り組みを図っていきたいと考えています。また、



ＣＳＷ全体の取組み目標としては、高校を卒業してから社会生活に行

き詰まりを感じた時に、助けを求める場所のひとつとなれるよう、市

内３カ所の高校と連携を図り、教員との連携や生徒への周知活動に取

組みます。 

〇主な活動・参画内容 

・協議の場への参加（地域課題やニーズの聞き取り） 

・民生委員・児童委員地区会議（情報収集） 

 ・市内のイベント会場（活動の周知啓発） 

 ・幼稚園、保育所、小学校等子どもが集う場（育児課題の聴取） 

・子ども食堂等地域のために活動される方が集う場（支援対象者（世

帯）の発見） 

（３）生活福祉資金、総合支援資金等の貸付、フォローアップ支援 

（４）心配ごと相談事業の運営 

★（５）日常生活自立支援事業 

本事業は権利擁護事業のひとつに位置付けられ、ご本人に利用の意志

や理解があり、福祉サービスの利用手続きや日常の金銭管理に支援が

必要となる方をサポートする事業となっています。しかし、現状、ご

利用者の中には、支援者側にニーズがあり本人に利用の必要性が感じ

られない、本事業の範疇を越えて財産を所有している、理解力や判断

力が失われ適切に決断をすることができない方などもご利用いただ

いている状況があります。こういった課題を解消するため、本年度は、

当該制度をご利用いただいている方の中で、成年後見制度等他制度利

用が妥当と判断される対象者については、関係機関とも連携を図り移

行の案内を行うとともに、新規でご利用を希望される方については、

利用に至る前にアセスメントを行うことで、適切なサービス等へ迅速

にお繋ぎできるよう水際の対応に注力を注ぎます。 

★（６）成年後見中核機関事業 

「成年後見人サポートセンター」として、主に親族後見人及び市民後

見人の支援機関として、弁護士会、司法書士会、社会福祉士会とも連

携を図り運営を行います。また、まだ十分に理解が図れていない「成

年後見制度」についての周知を図るため、さまざまな媒体を活用した

宣伝活動や講習会等を開催し、理解啓発につながる活動を積極的に行

っていきます。また、和泉市の市民後見人の多数登録実現のため、大



阪府社会福祉協議会が開催する養成講座への事務局員としての参画

と和泉市から参加される受講者とのコミュニケーションを図る取り

組みを同時に行っていきます。 

運営体制面では、まだ中核機関担当者間でも制度や運営内容について

理解が及ばず、役割が十分に果たせていない状況にあり、和泉市役所

の関係部局をはじめ、一次相談窓口である地域包括支援センターや障

がい者基幹相談支援センターからサポートを受けている状況があり

ます。本年度も各般と定期的に情報交換や情報共有を引き続き行いな

がら、自立した機関運営に努めていきます。 

 

［13］災害時に備えた取り組みの推進  

災害時に備え、日頃の地域活動やつながりづくりを推進し、本会を中心

とした支援体制の構築と対応マニュアルの策定・改訂に努めます。 

（１）福祉避難所の設置・運営や訓練に関すること 

（２）災害ボランティアセンターの設置・運営や訓練に関すること 

★（３）企業ならびに関係団体とのネットワーク構築に関すること 

和泉市でボランティアセンターを設置することを想定した課題を共

有し、課題解決に向け災害ボランティア協働ネットワーク会議の中で

関係団体との協議を進めます。 

（４）災害時の対応における、法人内の体制整備に関すること 

★（５）地域住民への防災、減災ならびに被災後の対応に関する啓発活動 

被災後の食生活や備えについてイメージできるよう食生活改善推進

協議会と協働し、防災レシピについて研究・発信していきます。 

 

［14］ボランティア・市民活動の推進 

「アイ・あいロビー」を中心に、ボランティア・市民活動の需給調整を

行うとともに、ボランティア・市民活動に参加したい人々、参加している

人々に対する各種講座を開催するなど、引き続きボランティア・市民活動

を支援し、活性化を図ります。 

（１）ボランティア・市民活動啓発 

      各種講座・教室、交流活動、フェスティバルの開催 

（２）広報活動 

情報誌の発行、ホームページ等の運用 

（３）ＮＰＯ法人に関する設立及び簿記の運営相談等窓口の設置 

      専門家による相談対応、他機関との連携や情報交換等 



（４）ボランティア・市民活動センターの運営管理 

   ボランティア・市民活動の拠点として、会議室、機材、備品の貸し 

出し、ボランティア保険の加入促進 

 

★［15］総合福祉会館及び北部総合福祉会館の管理運営 

60歳以上の高齢者、障がいのある方の利用者の安全に配慮し、利用者の

方の視点に立った施設運営を基本とし、より広く市民の方に利用していた

だけるよう努めています。高齢者の方や障がい者のある方が生きがいを持

ち、健康で自立した生活ができるよう各講座の一層の充実を図ります。 

あわせて、総合福祉会館と北部総合福祉会館が相互に交流や連携を図

り、地域福祉推進の拠点施設としてその機能が発揮できるよう運営しま

す。 

【総合福祉会館】 

会館利用団体や年輪大学院の卒業生、しゃきょう元気隊に登録されてい

る団体等が主体性をもって自分たちの活動を啓発し、やりがいや楽しみ

を持ってボランティア活動を行って頂けるように努めます。 

【北部総合福祉会館】 

市民の方に興味を持っていただける魅力ある自主講座を展開していき

ます。 

・防災講座・・・・・・いつ来るかわからない地震に備え、平時の準 

備・減災意識を高められる講座。 

・健康づくり講座・・・人生 100年時代。いつまでも健康に過ごすた 

めの知識を得ることが出来る講座。 

・ものづくり講座・・・ものを作ることをとおして、新たな余暇の発 

見になる講座。 

 

［16］福祉団体への支援 

和泉市老人クラブ連合会・和泉市身体障がい者福祉会・和泉市手をつな

ぐ親の会・和泉市母子福祉会・和泉地区保護司会・和泉市更生保護女性

会・和泉ＢＢＳ会への活動に関する側面的支援を行います。 


































